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あらは かみなづき ひ ご いはとやま のぼ
めて書物に顕さむと思ひ、時に寛永二十年十月上旬の頃、九州肥後の地、岩戸山に上り、天を拝


























































































































































純 心 人 文 研 究 第25号 2019
―55―
勝俣好充・『五輪書』のテクストについて
―56―
